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「鶴岡で働く」を考えてみませんか？
［特集］女性のＵターン就職を応援します

　地方都市における人口減少の大きな理由は、若
者、特に女性の首都圏等への転出とそれに伴う子
供の減少です。若者や女性の就業機会を確保し、
地元回帰・定着を進めることが、人口減少問題に
直面する地方都市の大きな課題となっています。
　そこで、実際に鶴岡にＵターン就職し、市内企
業で活躍する女性の皆さんの話を聞いてみました。
◎問合せ　本所商工課☎25‐2111内線563

人
口
減
少
社
会
の　

行
く
末

　

日
本
が
迎
え
て
い
る
人
口
減
少

社
会
の
将
来
像
に
つ
い
て
、
様
々

な
研
究
や
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
二
年
前
に
民
間

の
研
究
機
関
「
日
本
創
生
会
議
」

人
口
減
少
問
題
検
討
分
科
会
（
座

長
・
増
田
寛
也
元
総
務
大
臣
）
が

独
自
の
推
計
結
果
を
も
と
に〝
消

滅
可
能
性
都
市
〟
を
発
表
し
、
大

き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
か
ら
の
人
口
流
出
が
こ
の

ま
ま
続
く
と
、
二
〇
一
〇
年
～
四

〇
年
に
二
十
歳
～
三
十
九
歳
の
女

性
の
人
口
が
五
〇
％
以
上
減
少
す

る
都
市
。
そ
れ
が
全
国
の
市
区
町

村
の
約
半
分
の
八
百
九
十
六
に
及

ぶ
と
い
う
も
の
で
す
。
県
内
で
も

本
市
を
含
む
約
八
割
の
自
治
体
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
発
表
等
を
受
け
、国
は「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
を

平
成
二
十
六
年
に
施
行
。
本
市
で

も
同
法
の
下
「
鶴
岡
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を

策
定
し
、
若
者
や
女
性
が
活
躍
で

き
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

本
市
の
若
年
層
の　

動
向

　

地
方
都
市
に
お
け
る
人
口
減
少

の
大
き
な
理
由
は
、
就
職
や
進
学

な
ど
で
若
者
が
転
出
す
る
こ
と
で

す
。
特
に
、
女
性
の
転
出
は
そ
の

都
市
の
出
生
数
に
影
響
を
与
え
ま

す
。
本
市
で
も
、
昭
和
五
十
五
年

以
降
、
一
貫
し
て
転
出
者
が
転
入

者
を
上
回
る
転
出
超
過
が
続
い
て

き
ま
し
た
。

　

今
年
三
月
に
市
内
の
高
校
（
全

日
制
課
程
）
を
卒
業
し
た
生
徒
の

状
況
を
見
る
と
、千
八
十
六
人（
約

七
一
％
）
が
庄
内
地
方
以
外
に
就

職
・
進
学
。
と
り
わ
け
女
子
生
徒

だ
け
を
見
る
と
、
五
百
八
十
九
人

（
約
七
七
％
）
が
庄
内
地
方
以
外

に
転
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二

十
六
年
度
の
本
市
の
転
入
・
転
出

状
況
を
見
る
と
、
二
十
代
前
半
の

転
出
数
が
最
も
多
く
な
っ
て
お
り
、

若
い
女
性
の
人
口
減
少
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　

地
元
就
職
の
促
進
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
就
職
の
拡
大
な
ど
、
若
者
や
女

性
の
地
元
回
帰
・
地
元
定
着
を
促

す
取
り
組
み
が
本
市
の
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
に　

当
た
っ
て

　

と
こ
ろ
で
、
進
学
や
就
職
等
で

一
旦
地
元
を
離
れ
た
人
た
ち
か
ら

は
、「
地
方
都
市
に
は
限
ら
れ
た

働
き
口
し
か
な
い
」「
地
元
の
求

人
情
報
が
県
外
の
学
校
に
届
か
な

い
」
な
ど
、
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
の
難

し
さ
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
鶴
岡
に
Ｕ
タ
ー
ン
就
職

し
た
女
性
か
ら
聞
い
て
み
る
と
、

「
就
職
活
動
で
地
元
企
業
を
知
り

ま
し
た
。
就
職
先
は
必
ず
あ
り
ま

す
。
高
校
生
の
と
き
に
地
元
の
企

業
な
ど
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た

か
っ
た
で
す
」「
県
外
に
鶴
岡
の

求
人
情
報
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
時
々
帰
省
し
て
企
業
を
探
し

た
り
、
直
接
問
い
合
わ
せ
た
り
し

ま
し
た
」「
も
っ
と
簡
単
に
鶴
岡

の
企
業
情
報
な
ど
を
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
、
Ｕ
タ
ー

ン
就
職
の
た
め
に
は
、
自
分
で
企

業
・
求
人
情
報
を
探
し
て
い
る
実

態
が
分
か
り
ま
し
た
。

市
が
力
を
入
れ
て　

い
る
こ
と

　

そ
こ
で
、
本
市
で
は
鶴
岡
で
働

き
た
い
、
一
度
離
れ
て
も
ま
た
戻

っ
て
就
業
し
た
い
と
い
う
若
者
の

声
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
相
談
対

応
と
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　

地
元
就
職
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
に
、
市
役
所
本
所
一
階
の
「
鶴

岡
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
」
で

は
若
年
者
等
無
料
職
業
紹
介
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
子
メ
ー

ル
で
市
内
企
業
の
求
人
情
報
な
ど

就
職
に
役
立
つ
情
報
や
、
観
光
・

！
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食
文
化
と
い
っ
た
市
の
魅
力
を
伝

え
る
情
報
等
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

七
月
十
七
日
○日
に
は
移
住
・
交

流
情
報
ガ
ー
デ
ン
（
東
京
都
中
央

区
京
橋
）
で
鶴
岡
へ
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
希
望
者
を
対
象
と
し
た
「
鶴
岡 

ｊ
ｏ
ｂ 

ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
を
開
催
し
ま

す
（
詳
細
は
本
号
十
五
ペ
ー
ジ
）。 

「
鶴
岡
に
就
職
し
た
い
」「
地
元
に

戻
り
た
い
」
と
考
え
て
い
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

「
鶴
岡
で
働
く
」こ
と

　

誰
に
と
っ
て
も
、
ど
こ
に
住
ん

で
、
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
か
は
と

て
も
大
切
な
選
択
で
す
。
結
婚
、

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
と
い
う
人

生
の
節
目
も
同
様
で
す
。

　

都
会
で
は
流
行
の
モ
ノ
や
情
報

に
簡
単
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

し
、
地
方
に
比
べ
て
も
収
入
は
多

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

地
方
は
都
会
よ
り
も
物
価
が
安
く
、

地
元
に
し
か
な
い
企
業
や
仕
事
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
、

自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
で
、

家
族
や
友
達
と
一
緒
に
生
活
し
、

慣
れ
親
し
ん
だ
自
然
や
風
土
に
囲

ま
れ
て
暮
ら
す
こ
と
は
、
自
分
ら

し
く
生
き
る
こ
と
に
つ
な
が
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
「
鶴
岡
で
働
く
」

こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

平成27年度の市内の高等学校（全日制課程）卒業者の地域別就職・進学先状況

就職者（516人）の地域別就職先内訳

就職者：516人
（男 346人・女 170人）

進学者：991人
（男 398人・女 593人）

その他：14人
（男８人・女６人）

卒業者（1,521人〈男752人・女769人〉）
に占める就職・進学・その他の内訳
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～
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～
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50歳
～
54歳

55歳
～
59歳

60歳
～
64歳

65歳
～
69歳

70歳
以上

　  転入 98人 62人 18人 46人 212人 234人 182人 126人 87人 40人 28人 24人 16人 12人 35人
　  転出 106人 41人 22人 193人 388人 262人 182人 128人 74人 32人 24人 19人 17人 10人 72人

平成26年度の女性の年齢別転入・転出状況

０
50

100
150

200

300
250

350
400

※鶴岡市住民基本台帳から。（人）

鶴岡市内：213人
（男122人・女91人）

本市以外の庄内：134人
（男94人・女40人）

首都圏：105人
《東京・神奈川・千葉・埼玉》

（男75人・女30人）

隣県：23人
《新潟・秋田・宮城・福島》

（男19人・女４人）

庄内以外の県内：18人
（男16人・女２人）

首都圏・隣県以外の県外：23人
（男20人・女３人）

鶴岡市内：30人
（男５人・女25人）

本市以外の庄内：44人
（男26人・女18人）

庄内以外の県内：138人
（男26人・女112人）

首都圏・隣県以外の県外：141人
（男69人・女72人）

首都圏：307人
《東京・神奈川・千葉・埼玉》

（男139人・女168人）

隣県：331人
《新潟・秋田・宮城・福島》

（男133人・女198人）

進学者（991人）の地域別進学先内訳

※高等学校卒業者進路状況調査から。



4

　金沢の大学を卒業後、地元に
戻ってきました。現在は自動改
札機などに使われているモータ
ーの設計をしています。

　私は就職活動をするにつれて、結婚して子育て
をしても仕事を続けたいと思うようになりました。
地元には、家族など自分をサポートしてくれる人
がいるので、地元に就職することを決めました。
大学が県外ということもあり、鶴岡のハローワー
クを利用して情報収集や就職活動をしました。県
外等にいる学生がもっと手軽に地元の求人情報を
手に入れることができるようになれば、Ｕターン
就職などの手助けになるのではないでしょうか。
　地元に就職したことで、職場でも共通の話題が
多く、コミュニケーションが取りやすいです。結
果的に仕事も進めやすくなっていると思います。

川村  朱音  さん
オリエンタルモーター株式会社
勤務（平成27年就職）

　新潟の大学の工学部に進学し、
就職で帰ってきました。現在は
モーターをパワーアップさせる
“ ギヤヘッド ” という商品の設

計や、実験などの業務を行っています。大学で学
んだ知識を生かす仕事に就けて充実しています。
　私が地元に帰ってきた一番の理由は、家族に望
まれたことでした。就職活動の際、都会の企業も
候補としてありましたが、地元を好きな気持ちが
強かったので地元就職することにしました。大学
では庄内の求人を入手しにくい環境だったので、
直接会社のホームページを見て問い合わせました。
　就職したばかりの頃はなかなか仕事に慣れませ
んでしたが、頼れる家族がいるおかげで、心にゆ
とりが持てました。改めて家族の存在は大きいと
感じています。

中村  美里  さん
オリエンタルモーター株式会社
勤務（平成27年就職）

  就職などに関する相談はこちらへ！
鶴岡の企業への就職などに関する相談を受け付けています。

◇鶴岡ワークサポートルーム
●場　所／鶴岡市馬場町９‐25　
　　　　　鶴岡市役所１階
●時　間／月曜～金曜日午前９時～午後４時
●問合せ／☎25‐2215

◇山形県Ｕターン情報センター
●場　所／東京都千代田区平河町二丁目６‐３　
　　　　　都道府県会館13階
●時　間／月曜～金曜日午前10時30分～午後６時
●問合せ／☎03‐5212‐8996

◇やまがたハッピーライフ情報センター
●場　所／東京都千代田区有楽町２‐10‐１　
　　　　　東京交通会館５階
●時　間／火曜～金曜日正午～午後６時　
　　　　　土曜・日曜日午前10時～午後６時
●問合せ／☎03‐6269‐9533

検索検索鶴岡ワークサポートルーム

検索検索山形県Ｕターン情報センター

検索検索やまがたハッピーライフ情報センター

私たち地元に帰ってき たＵターン女子です！
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　高校卒業後に福島の大学に進
学し、就職を機に戻ってきまし
た。現在は施設の利用者さんの
食事や入浴の補助、服薬の管理

などの仕事をしています。利用者さんにありがと
うと声を掛けてもらうときがうれしいです。
　私は小学校時代からバドミントンをしています。
地元に戻ってきたことで、かつて教えてもらって
いたコーチの方々や、鶴岡の中学生・高校生と練
習する機会もあり、自分の好きなことを続けられ
るので充実しています。
　一度県外に出たことで、地元の人の温かさや、
つながりの深さを改めて感じています。また、生
まれ育った所なので、すぐに知り合いを探すこと
ができます。何かに挑戦してみようと思えるのも
魅力的です。

清和  真理子  さん
社会福祉法人めぐみ会勤務

（平成27年就職）

　地元に帰ってきたのは２年前
です。現在はフロントで来客の
応対や式場の案内などをしてい
ます。お客様と最初に接するの

で、会社の印象にも関わる大切な仕事です。
　私は岩手の大学に進学する前から地元に戻って
こようと決めていました。家族の仲が良いので就
職しても一緒に暮らしたかったことと、友達が多
く地元に残っていたことがその理由です。
　庄内は自然が一杯で癒やされる場所がたくさん
ある。食べ物が美味しいところも魅力ですね。
　就職先がないという話を聞きますが、就職活動
をする中で、地元企業をたくさん知ることができ
ました。少しでも戻ってきたいという気持ちがあ
るなら、地元での就職にチャレンジしてほしいで
すね。

田村  梓  さん
株式会社エル・サン勤務

（平成26年就職）

 

下記の項目について情報提供を希望する場合は、氏名等を添えて電子メールでご連絡ください。

鶴岡市の各種情報を提供します！

【各種情報リスト】
  　　　□求人情報　　　□雇用情勢　　□企業情報　　□ガイダンス等の面接会情報　
 　　　 □就農を含む農業全般の情報　　□ＵＩＪターン全般に係る移住関連情報　
  　　　□食文化情報　　□観光情報　　□ふるさと納税情報
【注意事項】
  　　　①連絡の際は、希望する情報と併せて「氏名」「メールアドレス」を記載して送信してください
  　　　②市からの情報提供は、それぞれの担当課が行います
 　　　 ③提供いただいた個人情報は厳重に管理し、市からの各種情報提供以外には使用しません
【連絡先】
　 　　 本所商工課メールアドレス　　shoko@city.tsuruoka.yamagata.jp

 
鶴岡市内の企業を調べよう！

鶴岡市内の企業を検索する際は下記のサイトを活用ください。

検索検索やまがた企業等情報データベース

私たち地元に帰ってき たＵターン女子です

検索検索 検索検索

検索検索山形県就職情報サイト

やまがた就職企業ナビ やまがた21人財バンク

mailto:shoko%40city.tsuruoka.yamagata.jp?subject=

